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定例会

行方市中学生模擬議会
届け　私たちのメッセージ
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一般会計歳出
185億9,336万円

【歳入】 前年度比％
市税 36 億 6,437 万円 △ 0.9
地方譲与税 2億 6,955 万円 4.7
地方消費税交付金 6億 1,940 万円 60.1
地方交付税 62 億 5,632 万円 △ 1.0
分担金及び負担金 1億　716 万円 △ 29.1
使用料及び手数料 1億 4,138 万円 △ 1.2
国庫支出金 21 億 4,230 万円 0.2
県支出金 16 億 3,453 万円 35.7
財産収入 9,218 万円 65.4
寄附金 1億 1,322 万円 334.5
繰入金 7億 3,686 万円 △ 9.1
繰越金 8億　609 万円 △ 3.2
諸収入 4億 2,755 万円 1.4
市債 20 億 1,770 万円 8.9
ゴルフ場利用税交付金など ２億 5,269 万円 7.0

【歳出】 前年度比％
議会費 1億 6,439 万円 4.7
総務費 30 億 7,404 万円 28.7
民生費 46 億 5,140 万円 2.1
衛生費 10 億 7,932 万円 △ 3.7
農林水産業費 10 億 3,835 万円 18.5
商工費 3億 5,459 万円 △ 2.4
土木費 18 億 7,819 万円 △ 24.0
消防費 9億 9,157 万円 18.8
教育費 36 億 8,298 万円 21.5
災害復旧費 334 万円 △ 96.9
公債費 16 億 7,519 万円 △ 8.2
※金額は、１万円未満を四捨五入しているため、
　円グラフ中央の合計額とは一致しません。
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第３回定例会のあらまし
　９月定例会は、９月６日から 26 日までの 21 日間の会期で開かれました。
　今定例会では、人事案件、補正予算、条例の一部改正に関する議案が 11 件、報告４件、
平成 27 年度決算認定９件が市長から、また、意見書案２件が議員から提出されました。
決算認定は引き続き継続審査となりました。そのほかの議案はいずれも原案のとおり
可決されました。
　一般質問には９名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

平
成
28
年

９
月
定
例
会

徹底審査！市のお金の使いみち

各
事
業
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

　

適
正
・
効
率
的
に
使
わ
れ
た
か

一般会計の決算状況

前年度比4.9％増
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●
監
査
委
員
の
意
見（
一
部
抜
粋
）

　本
市
に
と
っ
て
、少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
化
社
会
は
将
来
的
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
で
あ

り
、
さ
ら
に
地
方
分
権
の
推
進
に

伴
う
、
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め

た
市
政
運
営
が
従
来
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政

運
営
を
推
し
進
め
る
上
で
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。

　こ
れ
ら
の
状
況
に
対
し
、
常
に

先
駆
的
に
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、

安
定
的
な
市
政
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

行
方
市
監
査
委
員　

鈴
木　

宏

平
野
晋
一

　平成 27 年度一般会計・特別会計など９会計の決算を審
査するために、決算特別委員会が設置、付託されました。
　委員会は、３つの分科会（総務・教育厚生・経済建設）
に分け、審査を行いましたが、審議は継続となりました。
　審査結果については、次回開催の第４回定例会（12月）
で報告される予定です。
　次号「議会だより」で、採決の結果や委員会での審査
内容をお伝えいたします。

９会計は継続審査

一般・特別・企業会計別決算
歳　　入 歳　　出 差引残額

一般会計 192 億 8,129 万 5,979 円 185 億 9,336 万 1,243 円 6 億 8,793 万 4,736 円
国民健康保険特別会計 60 億 8,491 万 4,717 円 60 億 5,671 万 6,364 円 2,819 万 8,353 円

介護保険
保険事業勘定 35 億 1,163 万 1,893 円 33 億 2,162 万 4,267 円 1 億 9,000 万 7,626 円
介護ｻｰﾋ゙ ｽ事業勘定 1,113 万 1,577 円 871 万 552 円 242 万 1,025 円

後期高齢者医療特別会計 3億 275 万 1,297 円 3 億 111 万 4,197 円 163 万 7,100 円
農業集落排水事業特別会計 1億 3,521 万 203 円 1 億 2,728 万 4,794 円 792 万 5,409 円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 4 億 7,962 万 9,643 円 4 億 5,895 万 1,743 円 2,067 万 7,900 円
流域関連公共下水道事業特別会計 3億 3,384 万 5,136 円 3 億 2,470 万 4,885 円 914 万 251 円
戸別浄化槽整備事業特別会計 1億 180 万 1,186 円 9,627 万 494 円 553 万 692 円

水道事業合計
収益的 9億 2,660 万 2,007 円 8 億 5,177 万 2,294 円 7,482 万 9,713 円
資本的 1億 9,417 万 5,680 円 5 億 2,945 万 5,440 円 △ 3億 3,527 万 9,760 円

プレミアム付商品券発行事業　　7,613 万円

防災対応型エリア放送整備事業　　１億 777 万円

北浦地区統合小学校施設整備事業　　17 億 1,799 万円

市民まつり事業　　1,658 万円

27 年度決算注目事業

決算額は、27 年度のみの金額であり全体事業費ではありません。複数年事業のものがあります。



・連結実質赤字比率　　--％　　　　（赤字はありません）
　　　行方市のすべての会計を合算して赤字の割合を指標化したもの

・実質公債費比率　　　　７．７％
　市の実質的な借金が財政規模に占める割合の
こと。数値が高いほど返済の負担が重いことを
示し、通常３年間の平均値を使用します。

年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

H27 7.7 7.3
25.0H26 8.9 8.0

H25 9.9 9.0

年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

H27 75.5 36.6
350.0H26 80.0 37.5

H25 80.8 42.9

・将来負担比率　　　　　７５．５％
　地方公共団体の借入金（地方債）など現在
抱えている負債の大きさを、その地方公共団
体の財政規模に対する割合で表したものです。

５年間の一般会計決算の推移

193 億
9,229 万円

203 億
792 万円

185 億
9,274 万円

198 億
3,344 万円

191 億
6,369 万円

199 億
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177 億
2,697 万円

185 億
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8,129 万円
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歳出
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・実質赤字比率　　　　--％　　　　（赤字はありません）
　　　標準財政規模における一般会計等の赤字の割合を指標化したもの

主要指標から見た　行方市の財政状況
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成 27 年度の行方市健全化判断比率の報告があり
ました

地方債の状況

　一般会計　 200 億 1,675 万円
　特別会計　　55 億 6,036 万円
　水道事業　　32 億 3,673 万円

基金の状況

　一般会計　　55 億 2,807 万円
　特別会計　　４億 5,066 万円
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市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

諮
問
人
事

条

　
　例

滝た
き　

惠え

美み

こ子

　
　
（
玉
造
甲
１
９
２
５
番
地
５
）

任
期
：�

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
32
年
11
月
30
日

　

平
成
28
年
11
月
30
日
で
、
鬼
澤

光
一
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

■
行
方
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

北
浦
幼
稚
園
移
転
に
よ
り
所
在

地
の
変
更
を
行
う
も
の
。

・
行
方
市
山
田
１
２
８
１
番
地

　
　
　
　
　

↓

・
行
方
市
繁
昌
２
１
２
番
地

　

８
月
か
ら
改
修
工
事
を
実
施
し

11
月
末
に
、
最
終
的
な
引
っ
越
し

作
業
が
完
了
す
る
見
込
み
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結 

（
仮
称
）
島
並
地
区
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
工
事
（
建
築
工

事
）

【
変
更
後
】　

契
約
金
額

　
１
億
６
，
３
６
９
万
５
，
６
０
０
円

（
14
万
４
０
０
円
の
減
）

株�

式
会
社
ミ
ノ
ワ

（
代
表
取
締
役　

箕
輪
伊
勢
男
）

【
変
更
の
理
由
】

　

四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
の
仕
様
の

変
更
を
す
る
も
の
。
当
初
の
計
画

よ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、ス
ペ
ー
ス
を
広
く
し
た
た
め
等
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
行
方
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　

北
浦
複
合
団
地
を
整
備
す
る
た

め
、
平
成
６
年
（
当
時
の
北
浦

村
）
に
設
立
し
、
土
地
の
先
行
取

得
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
造
成
工

事
が
終
了
し
た
こ
と
、
及
び
現
段

階
で
の
大
規
模
な
土
地
の
先
行
取

得
が
、
市
計
画
に
な
い
こ
と
か
ら

解
散
を
す
る
も
の
。

■
財
産
の
取
得

小
型
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車　

４
台

　

・
北
浦
支
団
２

―

２
（
小
幡
）

　

・
北
浦
支
団
２

―

３
（
高
岡
）

　

・
北
浦
支
団
３

―

２
（
次
木
）

　

・
北
浦
支
団
４

―

１
（
三
和
）

契
約
金
額

　

３
，
２
６
１
万
６
，
０
０
０
円

契
約
先

　

�

有
限
会
社
カ
ミ
ス
総
合
防
災

（
代
表
取
締
役　

奥
水
元
治
）

　

緊
急
時
に
安
定
し
た
稼
働
を
確

保
す
る
た
め
、
20
年
経
過
し
た
車

両
を
更
新
す
る
も
の
。

■
平
成
27
年
度
行
方
市
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に

よ
り
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
４
，

９
５
５
万
１
，
５
２
４
円
円
を
企

業
債
の
償
還
に
あ
て
る
た
め
の
財

源
と
す
る
た
め
積
み
立
て
る
も
の
。

報

　
　告

■
平
成
27
年
度
行
方
市
一
般
会
計

継
続
費
精
算
報
告
書
ほ
か
２
件
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
４
ペ
ー
ジ
に
、
行
方
市
の
財
政

指
標
の
数
値
を
掲
載
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

　

行
方
市
役
所
北
浦
庁
舎
に
お
い

て
草
刈
り
作
業
中
の
石
跳
ね
に
よ

り
、
駐
車
中
の
車
両
へ
の
損
害
賠

償
の
額
を
10
万
２
，
７
６
２
円
と

定
め
和
解
し
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
、

資
金
不
足
比
率
の
報
告

第３回定例会の経過
９月６日（火）

　【�本会議】　開会、会期の決定、諸般の
報告、請願の上程、委員会付託、議案
の上程、説明、質疑、採決

　　７日（水）
　【本会議】　議案の説明、質疑、採決

　　８日（木）

　【本会議】　一般質問�（３議員）

　　９日（金）

　【本会議】　一般質問�（３議員）

　 12日（月）

　【本会議】　一般質問�（３議員）
　【委員会】　総務委員会

　 13日（火）

　【委員会】　教育厚生委員会

　 14日（水）

　【委員会】　�行方市議会活性化特別委員会
　 　 　 　百里基地対策特別委員会

　 16日（金）

　【�本会議】　議案の説明、監査報告、統括質疑
　【委員会】　決算特別委員会

　 20日（火）

　【委員会】　決算特別委員会
　　　　　　（第１分科会、第３分科会）

　 21日（水）

　【委員会】　決算特別委員会
　　　　　　（第２分科会、第３分科会）

　 26日（月）

　【�本会議】　委員長報告、動議の提出、
説明、質疑、採決、議員の派遣、閉会

議

　
　案
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平成 28 年第３回行方市議会定例会　議決結果一覧

今定例会で補正された予算（平成 28 年度）

《市長提出議案》
議案番号 件　　　　　名 結果
報告第 10 号 平成 27 年度行方市一般会計継続費精算報告書について －
報告第 11 号 平成 27 年度行方市健全化判断比率の報告について －
報告第 12 号 平成 27 年度行方市資金不足比率の報告について －
報告第 13 号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定め、和解することについて） －
議案第 54 号 教育委員会委員の任命について 原案同意（全会一致）
議案第 55 号 行方市立学校設置条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致）

議案第 56 号 工事請負契約の変更契約の締結について
（仮称）島並地区屋外スポーツ施設整備工事（建築工事） 原案可決（全会一致）

議案第 57 号 財産の取得について 原案可決（全会一致）
議案第 58 号 行方市土地開発公社の解散について 原案可決（全会一致）
議案第 59 号 平成 27 年度行方市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決（全会一致）
議案第 60 号 平成 28 年度行方市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決（全会一致）
議案第 61 号 平成 28 年度行方市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決（全会一致）
議案第 62 号 平成 28 年度行方市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決（全会一致）

議案第 63 号 平成 28 年度行方市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１
号）について 原案可決（全会一致）

議案第 64 号 平成 28 年度行方市流域関連公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
について 原案可決（全会一致）

《議員提出議案》
発議第３号 教育予算の拡充を求める意見書 原案可決（全会一致）
発議第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決（全会一致）

会計別 補正額 主な内容 総額

一般会計
（第４号）

２億
5,599 万円
増額

・財政調整基金積立金 /１億 6,295 万 3,000 円

168 億
5,386 万 3,000 円

・光ファイバ網敷設工事 /7,428 万 3,000 円
・未熟児養育医療対策給付費 /161 万 6,000 円
・保育対策総合支援事業費補助金 /410 万円
・監視カメラ購入 /30 万 6,000 円
・�いばらきの園芸産地改革支援事業補助金 /305 万
8,000 円
・防災減災対策事業（消耗品費）255 万 9,000 円

国民健康保険特
別会計（第１号）

75 万 6,000 円
増額 ・国民健康保険システム改修委託料 /75 万 6000 円 60 億

6,875 万 6,000 円
介護保険特別会
計（第１号）

200 万円
増額 ・生活管理指導短期宿泊事業委託料 /200 万円 33 億

8,700 万円
特定環境保全公
共下水道事業特
別会計（第１号）

180 万 4,000 円
増額

・下水道事業経営戦略策定業務委託料 /680 万 4,000 円
・管渠実施設計委託料 /△ 500 万円

４億
380 万 4,000 円

流域関連公共下
水道事業特別会
計（第１号）

821 万 9,000 円
増額

・全体計画及び事業計画変更業務委託料 /500 万円
・前川雨水対策調査業務委託料 /321 万 9,000 円

３億
2,621 万 9,000 円
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意
見
書

　

意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体

の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
関
し

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
で
す
。

発
議
第
３
号

　

教
育
厚
生
委
員
会
が
提
案
し
た

「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
が
可
決
さ
れ
、
国
の
機
関

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比

べ
て
、
１
学
級
当
た
り
の
児
童
生

徒
数
や
教
員
１
人
当
た
り
の
児
童

生
徒
数
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
教

職
員
の
多
忙
化
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い

じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
課
題
な

ど
、
学
校
を
と
り
ま
く
状
況
は
複

雑
化
、
困
難
化
し
て
お
り
、
学
校

に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
拡
大
し
て

い
る
。
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
授

業
時
数
や
指
導
内
容
が
増
加
し
て

い
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に

は
、
少
人
数
教
育
の
推
進
を
含
む

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
７
次
教
職

員
定
数
改
善
計
画
の
完
成
後
10
年

も
の
間
、
国
に
よ
る
改
善
計
画
の

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
自
治

体
が
見
通
し
を
持
っ
て
安
定
的
に

教
職
員
を
配
置
す
る
た
め
に
は
、

国
段
階
で
の
国
庫
負
担
に
裏
付
け

さ
れ
た
定
数
改
善
計
画
の
策
定
が

必
要
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
自
治

体
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ
る
定
数

措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
の

施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
む
け
た

財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一

定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
の
災

害
か
ら
の
教
育
振
興
の
た
め
に

は
、
政
府
と
し
て
の
人
的
・
物
的

な
援
助
や
財
政
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
り
、
継
続
的
な
予
算
措
置
を

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
教
育
予
算
を
国

全
体
と
し
て
、し
っ
か
り
と
確
保
・

充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項
を

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
。

１�

．
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改

善
の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
。

２�

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
。

３�

．
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
の
た

め
の
予
算
措
置
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
。

（
提�

出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
、
内

閣
官
房
長
官
、
文
部
科
学
大

臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

発
議
第
４
号

　

総
務
委
員
会
が
提
案
し
た

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」
が
可
決
さ
れ
、
国

の
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
は
、子
育
て
支
援
、

医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
、

被
災
地
の
復
興
、
環
境
対
策
、
地

域
交
通
の
維
持
な
ど
、
果
た
す
役

割
が
拡
大
す
る
中
で
、
人
口
減
少

対
策
を
含
む
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
な
ど
、
新
た
な
政
策
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
方

公
務
員
を
は
じ
め
、
人
材
が
減
少

す
る
中
で
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
対

応
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
確
保
を
進

め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
見
合
う

地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い

て
は
、
２
０
２
０
年
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
は
か

る
た
め
、
社
会
保
障
と
地
方
財
政

を
軸
に
歳
出
削
減
に
む
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
財
源
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
財
政
の
役
割
で

す
。
し
か
し
、
財
政
再
建
目
標
を

達
成
す
る
た
め
だ
け
に
、
不
可
欠

な
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、

本
末
転
倒
で
あ
り
、
国
民
生
活
と

地
域
経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
１
７
年
度
の

政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充

実
、
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

政
府
に
以
下
の
事
項
の
実
現
を
求

め
ま
す
。

１�

．
社
会
保
障
、
被
災
地
復
興
、

環
境
対
策
、
地
域
交
通
対
策
、

人
口
減
対
策
な
ど
、
増
大
す
る

地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的

確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を

は
か
る
こ
と
。

２�

．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
、
介
護
保

険
制
度
や
国
民
健
康
保
険
制
度

の
見
直
し
な
ど
、
急
増
す
る
社

会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
保

障
予
算
の
確
保
お
よ
び
地
方
財

政
措
置
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

３�

．
法
人
実
効
税
率
の
見
直
し
、

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
な
ど
各

種
税
制
の
廃
止
、
減
税
を
検
討

す
る
際
に
は
、
自
治
体
財
政
に

与
え
る
影
響
を
十
分
検
証
し
た

上
で
、
代
替
財
源
の
確
保
を
は

じ
め
、
財
政
運
営
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
を

は
か
る
こ
と
。
ま
た
、
償
却
資

産
に
か
か
る
固
定
資
産
税
や
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
の
財
政
運
営
に
不
可
欠
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な
税
で
あ
る
た
め
、
現
行
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
。

４�

．
地
方
財
政
計
画
に
計
上
さ
れ

て
い
る
「
歳
出
特
別
枠
」
お
よ

び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
自

治
体
の
財
政
運
営
に
不
可
欠
な

財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
財
源
措

置
に
つ
い
て
、
臨
時
・
一
時
的

な
財
源
か
ら
恒
久
的
財
源
へ
と

転
換
を
は
か
る
た
め
、
社
会
保

障
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
対

策
な
ど
、
経
常
的
に
必
要
な
経

費
に
振
り
替
え
る
こ
と
。

５�

．
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
・
財
政
調
整
機
能
の
強
化
を

は
か
り
、
市
町
村
合
併
の
算
定

特
例
の
終
了
を
踏
ま
え
た
新
た

な
財
政
需
要
の
把
握
、
小
規
模

自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正

の
強
化
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

（
提�

出
先
）　

内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
財
務
大
臣

委
員
会

　

第
３
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

請
願
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

（
９
月
13
日
）

　

請
願
第
１
号　

教
育
予
算
の
拡

充
を
求
め
る
請
願

（
９
月
12
日
）

　

請
願
第
２
号　

地
方
財
政
の
充

実·

強
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て
の
請
願

特
別
委
員
会

　

特
別
委
員
会
の
開
催
状
況
、
審

議
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

（
８
月
19
日
）

　

�

・
地
方
創
生
の
現
況
と
進
捗
状

況
に
つ
い
て

（
９
月
14
日
）

　

�

・
エ
リ
ア
放
送
導
入
に
よ
る
議

会
中
継
に
つ
い
て（

９
月
14
日
）

　

�

・
行
方
市
百
里
基
地
周
辺
整
備

協
議
会
の
要
望
に
つ
い
て

教
育
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

地
方
創
生
推
進
特
別
委
員
会

行
方
市
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

百
里
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　請願・陳情とは、市民が市政についての要望や
意見を直接「議会」に提出する方法です。

※�請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に分
かりやすく書いてください。
※�提出年月日、提出者の住所、氏名を書いて押印
してください。
※�請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名及び押印が必要です。
※�紹介議員がつかないときは、陳情書としてくだ
さい。
※�道路等は簡単な地図、略図、図面等を付けてく
ださい。

○○○に関する請願
（陳情）書

紹介議員　　　
　署名　　　印

（表紙例）

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　　　　　印

行方市議会議長　殿

（内容例）

■�教育予算の拡充を求める意見書
についての請願

【請願者】
茨城県教職員組合　吉田�豊

【審査の結果】　採択

〔紹介議員〕　 小野瀬�忠利
〔付託委員会〕教育厚生委員会

■�地方財政の充実・強化を求める
意見書についての請願

【請願者】
全日本自治団体労働組合
　茨城県本部　執行委員長　黒江�正臣
自治労行方市職員組合
　執行委員長　細田�忠勝

【審査の結果】　採択

〔紹介議員〕　 河野�俊雄
〔付託委員会〕総務委員会

請願審査の結果を報告いたします

どうなった　請願・陳情～議会へ請願・陳情される方へ～
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市の考えを問います 一般質問とは…
　議員が、市行政全般にわたり、執行部に対
し、執行状況及び将来に対する方針等につい
て質し、あるいは報告、説明を求め又は、疑
問を質すことです。
� （制限時間 90 分）

９名の議員が登壇し、
市執行部に対し方針等を問いました

　次頁からは質問と答弁を要約して掲載しています。なお、全文記録（会議録）は、12 月下旬（予定）に、
行方市ホームページに掲載しますのでご覧ください。

問質般一

（質問議員の順番は、登壇順です。）

９日

宮内　　正　　（一括）
　１　国際交流について
　２　鉾田・行方・潮来市ごみ処理施設
　　　建設候補地選定委員会について

髙木　　正　　（一問一答）
　１　�行方市は「農業遺産」登録をもって

起爆剤とし活性化をめざすべき
　２　�2019 年の茨城国体、2020 年の東京オ

リンピック・パラリンピック開催を
控え主なる市政策の課題について

９日

小野瀬　忠利　（一問一答）
　１　より良いまちづくり
　２　�将来を担うこども達の健全育成につ

いて

12 日

河野　俊雄　　（一問一答）
　１　財政運営計画について
　２　公共施設の整備、維持・管理について
　３　防災・減災対策について
　４　農地中間管理事業について
　５　太陽光（ソーラー）発電について

栗原　　繁　　（一括）
　１　教育行政の課題
　２　市所有不動産の管理・運用
　３　市民まつりの計画と進捗

小林　　久　　（一括）
　１　学校跡地
　２　平成 29 年度予算
　３　盗難被害

髙橋　正信　　（一括）
　１　防災対策について　　　　
　２　結婚対策支援について

貝塚　俊幸　　（一問一答）
　１　各行政について
　２　改正公務員法等について

阿部　孝太郎　（一問一答）
　１　公共施設等に関して
　２　地域活性化に関して

９月８日
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問　

災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
要
援
護

者
の
方
々
を
、
ど
の
よ
う
に
避
難
誘
導

さ
せ
る
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

保
健
福
祉
部
長　

具
体
的
に
そ
の

人
を
ど
こ
の
避
難
所
ま
で
誰
が
、
ど
の

く
ら
い
の
時
間
で
搬
送
す
る
か
ま
で
は
、

記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
後
考

え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
人
ご
と
に
対
応
の

仕
方
も
若
干
違
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
要
支
援
の
方
々
に
合
っ
た

救
出
プ
ラ
ン
を
個
別
に
き
め
細
か
く
立

て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
に
対
す
る

法
整
備
の
進
捗
状
況
と
、
本
市
独
自
の

支
援
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

市
長　

現
行
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
で
は
、
市
町
村
の
区
域
ご
と
に

問　

施
策
レ
ビ
ュ
ー
の
目
的
は
何
か
。

答　

市
長　

今
年
度
か
ら
導
入
す
る

「
施
策
評
価
」
は
、
行
方
市
総
合
戦
略
書

に
掲
げ
る
主
要
施
策
の
目
的
と
成
果
目

標
に
対
し
、
施
策
を
構
成
す
る
各
事
業

の
今
後
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た
め
に

実
施
し
ま
す
。施
策
評
価
の
一
環
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
を
含
む
第
三
者
が
参
加
す

る
公
開
の
場
に
お
い
て
、
施
策
の
目
的
、

成
果
目
標
を
確
認
し
ま
す
。
各
事
業
を

検
証
し
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業

の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

問　

学
校
跡
地
に
文
化
財
資
料
館
の

計
画
に
つ
い
て
を
伺
う
。

答　

市
長　

本
市
は「
常
陸
国
風
土
記
」

に
も
記
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
郷
土

の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
知
識
と
理
解

を
深
め
る
事
は
、
郷
土
に
誇
り
を
持
つ

意
味
で
非
常
に
重
要
な
事
と
考
え
て
い

問　

国
の
２
０
１
５
年
補
正
予
算
に

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
補
助
金

の
事
業
化
に
手
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
か
。

答　

市
長
公
室
長　

こ
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
夫
婦
の
年
間
所
得
の
合
計
が
、

３
０
０
万
円
未
満
の
新
婚
世
帯
を
対
象

に
考
え
て
い
ま
す
の
で
行
方
市
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

女
性
活
躍
推
進
法
に
お
け
る
本
市

の
行
動
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
部
長　

平
成
28
年
４
月
か

ら
平
成
33
年
３
月
ま
で
に
、
管
理
職
地

位
へ
の
女
性
職
員
の
登
用
を
26
年
実
績

10.8
％
を
15
％
以
上
に
、
男
性
職
員
の
育

児
参
加
促
進
の
た
め
の
休
暇
の
取
得
割

合
を
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
策
定
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

各
行
政
に
つ
い
て

髙橋　正信 議員

貝塚　俊幸 議員

結
婚
対
策
支
援
に
つ
い
て

改
正
公
務
員
法
等
に
つ
い
て

一
定
の
居
住
す
る
住
宅
の
全
壊
被
害
が

あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
同

一
の
災
害
で
の
被
災
が
あ
っ
て
も
、
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
、
法
の
適
用

と
な
ら
な
い
住
宅
全
壊
被
害
等
に
対
し
、

被
災
者
の
生
活
再
建
を
公
平
に
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
茨
城
県
被
災

者
生
活
再
建
支
援
補
助
金
交
付
要
項
」

を
本
年
度
策
定
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

こ
の
茨
城
県
被
災
者
生
活
再
建
支
援
補

助
金
を
活
用
し
、
現
在
「
行
方
市
被
災

者
生
活
再
建
支
援
金
支
給
要
領
」
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　

文
化
財
資
料
館
は
本
市
に
と
っ
て
必

要
な
施
設
と
認
識
し
て
お
り
、
行
方
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
基
本
と

し
て
検
討
し
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
文

化
財
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
市
民
が

行
方
の
歴
史
や
文
化
を
継
承
し
て
い
く

事
が
出
来
る
よ
う
、
歴
史
資
料
の
利
活

用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

答　

教
育
部
長　

設
置
す
る
準
備
段
階

と
し
て
、
８
ヶ
所
に
分
散
し
て
い
る
文

化
財
を
一
ヶ
所
に
集
め
て
、
整
理
、
分

類
、補
修
、保
存
が
あ
り
、燻
蒸
や
湿
度
、

照
度
管
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
旧
津
澄

小
の
教
室
を
歴
史
資
料
整
理
室
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
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問　

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
・
更
新

費
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
政
負
担
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
か
。

答　

市
長　

類
似
施
設
の
整
理
統
合
を

初
め
と
す
る
保
有
総
量
の
適
正
化
を
図

り
、
市
の
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
持
続

可
能
な
規
模
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
運

営
の
効
率
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
公
共

施
設
（
公
共
建
築
物
）
の
適
正
配
置
、

老
朽
化
対
策
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
展
望

が
あ
る
か
。

答　

市
長　

必
要
な
機
能
に
対
す
る
必

要
最
小
限
の
整
備
水
準
と
す
る
と
と
も

に
、
施
設
の
管
理
運
営
費
が
最
小
限
と

な
る
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
施
設
の

建
設
か
ら
様
々
な
段
階
を
通
じ
て
、
効

率
的
に
運
営
を
図
り
ま
す
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
実

施
再
編
計
画
は
、
い
つ
ま
で
に
策
定
す

問　

取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長　

市
内
小
中
学
校
で
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
よ
る
国
際
理
解
や
、
中
学
校
海
外
派

遣
事
業
、
市
内
の
農
家
や
製
造
業
へ
の
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど
多
様
な
国

際
交
流
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
、
そ
し
て
外
国

か
ら
の
訪
問
者
に
喜
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

中
学
校
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
先

を
メ
ル
ボ
ル
ン
に
変
更
し
た
が
、
そ
の

成
果
及
シ
ド
ニ
ー
と
の
相
違
点
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

教
育
長　

教
育
制
度
と
留
学
を
含

め
た
海
外
か
ら
の
学
生
の
受
け
入
れ
が
世

界
で
一
番
充
実
し
て
い
る
、
安
心
で
安
全

な
街
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
語
を
教

え
る
公
立
校
も
多
く
、
姉
妹
校
提
携
を

希
望
す
る
公
立
学
校
も
多
い
こ
と
を
聞

き
、
今
回
派
遣
先
を
変
更
し
ま
し
た
。

問　

候
補
地
選
定
委
員
会
の
進
捗
状
況

及
び
公
表
は
い
つ
に
な
る
の
か
伺
う
。

答　

副
市
長　

平
成
28
年
１
月
８
日
開

催
の
委
員
会
で
、
候
補
地
９
カ
所
か
ら
各

市
１
カ
所
を
選
定
し
、
２
月
４
日
開
催
の

鉾
田
・
行
方
・
潮
来
市
一
般
廃
棄
物
広
域

処
理
促
進
協
議
会
へ
報
告
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
候
補
地
選
定
委
員
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

　

公
表
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
鹿
行
広

域
事
務
組
合
へ
事
務
移
管
さ
れ
、
新
た

な
組
織
に
よ
り
協
議
を
継
続
し
て
お
り
、

決
定
後
に
報
告
と
な
り
ま
す
。

問　

施
設
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

経
済
部
長　

事
業
計
画
に
よ
る
概

算
事
業
費
は
、
実
績
例
・
先
行
事
例
の
調

査
を
行
い
検
討
し
た
結
果
、
廃
棄
物
処
理

施
設
64
億
８
，
０
０
０
万
円
、
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
11
億
６
，
４
０
０
万
円
、
最
終
処
分

場
30
億
円
、
合
計
１
０
６
億
４
，
４
０
０
万

円
が
用
地
費
を
除
い
た
概
算
事
業
費
で
す
。

公
共
施
設
等
に
関
し
て

国
際
交
流
に
つ
い
て

阿部孝太郎 議員

宮内　正 議員

鉾
田･

行
方･

潮
来
市
ご
み
処
理
施
設

建
設
候
補
地
選
定
委
員
会
に
つ
い
て

る
の
か
。

答　

市
長
公
室
長　

い
つ
ま
で
に
つ
く

る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
納
得
で
き
る

も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
地
域
の
人
た

ち
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　

行
政
事
務
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
そ
し
て
防
災
対
策
の
強

化
の
面
で
、
３
庁
舎
の
ロ
ス
と
い
う
も

の
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
る
の
で

は
。

答　

市
長　

ま
ず
、
何
が
住
民
に
と
っ

て
重
要
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

あ
り
き
の
と
こ
ろ
か
ら
入
り
、
ど
れ
だ

け
の
ロ
ス
が
あ
り
、
そ
の
ロ
ス
を
ど
れ

だ
け
軽
減
で
き
る
の
か
、
公
共
施
設
の

管
理
計
画
も
含
め
、
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

公
共
施
設
等
に
関
し
て
、
広
域
で

連
携
し
て
い
く
動
向
は
あ
る
か
。

答　

市
長　

今
後
も
周
辺
の
県
や
近
隣

市
が
設
置
し
た
類
似
施
設
が
あ
る
場
合

に
は
、
共
同
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

教
育
長
も
同
行
し
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
長　

ビ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
教

育
訓
練
省
国
際
教
育
部
長
と
会
談
し
、

姉
妹
校
交
流
に
関
し
て
助
言
を
受
け
、

そ
の
後
の
学
校
訪
問
も
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
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現
在
、
我
が
国
は
社
会
的
、
経

済
的
構
造
改
革
と
し
て
、
そ
れ
こ
そ
取

り
巻
く
個
々
の
価
値
観
の
多
様
化
の
大

転
換
期
、
流
動
化
の
中
で
地
方
創
生
を

初
め
と
し
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
方
向
性

を
求
め
て
い
る
。
我
が
行
方
市
お
い
て

も
人
口
減
少
問
題
を
初
め
、
そ
の
対
策

は
急
務
で
あ
る
。
そ
の
現
状
認
識
や
対

外
的
情
報
の
共
有
を
目
指
す
有
効
な
手

段
で
は
な
い
か
。
農
水
省
の
通
達
に
は

伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
価
値
を
評
価

し
保
全
を
促
す
こ
と
が
目
的
と
あ
り
、

総
合
戦
略
書
の
課
題
と
合
致
す
る
。
そ

　

市
民
の
総
意
の
一
体
的
形
成
は
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
確
立
す
べ
く
将
来
像

へ
の
構
築
も
暗
中
模
索
状
態
と
い
え

る
。
大
局
的
視
点
に
立
脚
し
た
議
論
を

も
っ
て
次
世
代
型
行
政
の
確
立
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

問　

市
民
参
画
、
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

答　

市
長
公
室
長　

本
市
に
は
92
の
行

政
区
が
あ
り
、
ど
の
地
域
で
も
抱
え
る

課
題
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に

は
住
民
み
ず
か
ら
の
創
意
工
夫
で
地
域

課
題
を
解
決
し
、
き
め
細
や
か
に
、
か

つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
と
の
行
政
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、
市
民
が
市
政
に

参
加
出
来
る
多
様
な
機
会
を
設
け
、
地

域
住
民
や
地
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組

織
、
団
体
が
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

自
主
的
に
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
地

域
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
要
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
延
伸

　

国
道
３
５
５
号
バ
イ
パ
ス　
　
　

　

主
要
地
方
道　

水
戸
・
神
栖
線　

　

市
道
（
麻
）
１-

７
号
粗
毛
石
神
線

美
化
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
は

市
庁
舎
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

市
財
政
、
財
源
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
の
充
実
、
次
期
学
習

指
導
要
領
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て答　

教
育
長　

現
在
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
対
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
充
実
に
向

け
て
第
３
期
行
方
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン

を
今
年
度
中
に
作
成
し
公
示
す
る
予
定

で
す
。

　

学
習
意
欲
や
学
力
向
上
、
豊
か
な
心

の
育
成
、
健
康
、
体
力
等
の
幅
広
い
教

育
内
容
や
時
代
の
不
易
と
流
行
に
応
じ

た
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
研

修
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
も

重
要
な
課
題
で
す
。

問　

人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
く
る
就

学
前
の
こ
ど
も
達
へ
の
保
育
、
教
育
に

不
均
等
、
不
平
等
を
な
く
し
、
よ
り
円

滑
な
幼
保
小
接
続
を
実
現
す
る
た
め
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
と
の
整
合
性
促
進

に
つ
い
て

答　

教
育
長　

今
年
初
め
て
合
同
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
同

じ
こ
ど
も
達
の
育
成
に
関
わ
る
も
の
と

し
て
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
修
会
や

意
見
交
換
の
場
を
持
つ
な
ど
、
整
合
性

の
促
進
と
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
方
市
は
「
農
業
遺
産
」
登
録
を

も
っ
て
起
爆
剤
と
し
活
性
化
を
め

ざ
す
べ
き

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
の

健
全
育
成
に
つ
い
て

髙木　正 議員

小野瀬忠利 議員

主
な
る
市
政
策
の
課
題
に
つ
い
て

の
遺
産
認
定
に
期
待
さ
れ
る
一
番
大
き

い
効
果
と
し
て
、
地
域
住
民
の
行
方
市

へ
の
自
信
と
誇
り
の
醸
成
に
も
な
る
と

思
う
。
任
意
の
団
体
と
か
地
域
と
か
民

間
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
た
ら
、

そ
れ
を
応
援
す
る
考
え
は
。

答　

市
長　

農
漁
業
環
境
の
魅
力
・
産

物
を
対
外
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
す
。
市
と
し
て
も
そ
の
様
な
活

動
に
対
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た

い
。

　

行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
人
は
、宿
命
、

使
命
、
責
任
の
中
で
あ
え
て
批
判
を
い

た
だ
き
な
が
ら
も
、
腰
を
据
え
て
の
行

政
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

問

問
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問　

教
育
現
場
の
現
状
と
将
来
に
向

け
た
体
制
の
転
換
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
長　

現
在
、
今
後
の
行
方
市

学
校
教
育
の
方
針
と
な
る
第
３
期
学
校

教
育
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
適
正
配
置
が
完
了
し
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
新
た
な

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
民
、
学
校
、
行
政
が
と
も
に

協
力
し
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
を
作
成

し
ま
す
。
行
方
市
総
合
戦
略
書
、
行
方

市
教
育
大
綱
を
受
け
、
今
後
５
年
間
で

取
り
組
む
学
校
教
育
振
興
計
画
と
な
り
、

主
要
事
業
や
数
値
目
標
も
設
定
し
、
他

市
に
誇
れ
る
教
育
を
今
後
進
め
て
い
き

ま
す
。
基
本
目
標
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
行
方
市
に
お
い
て
、
協
働
の
一
員

と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
覚
と
、
自
信

を
持
ち
、
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ

よ
う
な
子
ど
も
の
育
成
を
第
一
に
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
資
質
、

能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
確
か
な

問　

市
役
所
内
部
の
体
制
整
備
や
、

外
部
団
体
と
の
連
携
は
図
ら
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
責
任
者
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
災
害
発
生
時
の
対
応
を
迅
速
か
つ
冷

静
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
職
員
の
行

動
指
針
で
あ
る
「
防
災
・
国
民
保
護
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
平
成
27
年
に
策
定
し
、
全

職
員
に
配
布
し
て
初
動
期
を
中
心
に
各

班
が
実
施
す
べ
き
業
務
を
整
理
し
て
い
ま

す
。
外
部
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

日
頃
か
ら
消
防
団
、
消
防
署
、
警
察
署
、

茨
城
県
防
災
危
機
管
理
課
と
情
報
共
有

を
図
り
、
災
害
発
生
時
に
は
市
災
害
対

策
本
部
を
中
心
と
し
て
、
警
報
等
の
伝

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

教
育
行
政
の
課
題
に
つ
い
て

市
所
有
不
動
産
の

管
理･

運
用
に
つ
い
て

 河野　俊雄 議員

栗原　繁 議員

　

ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
新
規
設
置
に
対
し
、
環

境
問
題
や
住
環
境
へ
の
影
響
を
予
防
す

る
た
め
の
一
定
の
ル
ー
ル
（
条
例
用
の

制
定
）
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

経
済
部
長　

現
在
把
握
し
て
い
る

導
入
件
数
は
、
県
の
資
料
に
よ
る
と
行

方
市
内
に
７
４
８
件
で
す
。
台
風
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
、
既
に
設
置
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
敷
地
内
か

ら
雨
水
や
土
砂
が
流
出
す
る
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
独
自
に
条

例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
に
取
り
組

む
市
町
村
が
あ
る
一
方
で
、
全
県
的
・
包

括
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
を
要
望

し
て
い
る
市
町
村
も
行
方
市
を
含
め
て

あ
り
、
茨
城
県
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

施
設
の
適
正
な
設
置
管
理
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

太
陽
光
（
ソ
ー
ラ
ー
）
発
電
の

現
状
と
問
題
に
つ
い
て

問

学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か
な
体
づ
く
り
、

こ
の
３
つ
を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の

実
現
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

総
合
戦
略
書
「
特
色
を
生
か
し

た
教
育
環
境
の
充
実
、
地
域
と
学
校
の

結
び
つ
き
の
再
構
築
」
の
中
で
謳
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ア
・
ス
ク
ー
ル
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
心
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ア
・

ス
ク
ー
ル
と
い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し

た
。
国
の
概
念
は
、
委
員
会
組
織
を
立

ち
上
げ
、
地
域
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
学
校
の

教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
も
提
言
す
る
形

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
言
わ
れ

て
お
り
、
あ
え
て
差
別
化
を
図
る
よ
う

な
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ア
・
ス
ク
ー

ル
と
い
う
考
え
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
の
状
況
、経
費
、問
題
点
。

答　

市
長　

平
成
26
年
度
末
で
公
共
施

設
が
１
８
１
施
設
。
普
通
財
産
の
土
地

保
有
は
、
平
成
27
年
度
末
で
１
６
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
管
理
運
営
を

図
り
ま
す
。
維
持
管
理
費
は
９
８
０
万

円
程
度
を
予
算
化
し
ま
し
た
が
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
活
用
が
見

込
ま
れ
な
い
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
な
売
却
や
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

問

達
、
避
難
所
の
開
設
、
避
難
勧
告
、
食
糧・

飲
料
水
の
供
給
、
生
活
必
需
品
の
供
給

を
行
い
ま
す
。
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小林　久 議員

問　

旧
要
小
学
校
跡
地
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長　
一
部
耐
震
性
が
あ
る
校
舎

も
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は
老
朽
化
と

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

学
校
敷
地
の
約
１
／
３
が
借
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
は
解
体
撤
去
し
、
土

地
等
は
所
有
者
に
返
還
し
た
後
、
地
域

住
民
の
理
解
醸
成
を
図
っ
た
上
で
、
売

却
ま
た
は
貸
付
処
分
す
る
計
画
で
す
。

今
後
、
年
次
計
画
を
策
定
し
計
画
的
に

解
体
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
耐
震
性

の
あ
る
校
舎
は
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

答　

総
務
部
長　

昭
和
63
年
度
に
延
べ

床
面
積
４
５
７
平
米
の
校
舎
を
増
築
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
耐
震
性
を
有
し

て
い
ま
す
。
跡
地
等
利
活
用
実
施
計
画

で
は
建
物
を
解
体
撤
去
後
に
借
地
を
返

還
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
耐

問　

獣
害
対
応
策
予
算
と
今
後
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長　

平
成
29
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
、
獣
害
対
応
策
と
道
路
維
持

に
係
る
事
業
は
重
要
施
策
と
捉
え
て
い

ま
す
。
特
に
獣
害
対
応
は
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
目
撃
情
報
も
広
域
化
し
て
お
り
、

県
政
要
望
や
国
・
県
等
の
補
助
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

問　

道
路
維
持
費
及
び
高
速
道
路
開

通
に
伴
う
維
持
費
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て

答　

総
務
部
長　

高
速
道
路
開
通
に
伴

う
維
持
経
費
は
、
横
断
跨
道
橋
12
橋
、

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
25
基
、
機
能
補
償

道
路
10.3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
後
、
市

の
管
理
区
分
と
な
る
予
定
で
、
管
理
に

係
る
経
費
は
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
・

県
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

経
費
産
出
な
ど
早
期
に
情
報
収
集
を
行

い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
に
つ
い
て

兵
庫
県
淡
路
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス

�　

平
成
10
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
当

初
は
４
０
０
万
人
が
訪
れ
た
が
、
現

在
は
１
７
０
～
２
０
０
万
人
で
推
移
、

経
営
改
善
を
図
り
な
が
ら
集
客
を
増

や
す
努
力
を
し
て
い
る
。
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
行
方
市
を
通
る
東
関
道

水
戸
線
に
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
一
体

と
な
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
組
む
の

に
は
、
国
・
県
・
市
・
民
間
と
十
分

な
検
討
を
図
り
、
接
続
道
路
周
辺
も

含
め
た
、
そ
の
エ
リ
ア
で
構
想
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

●
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

◦
淡
路
市
役
所

　

平
成
17
年
４
月
に
５
町
が
合
併
し
、

淡
路
市
が
誕
生
。
リ
ー
ス
契
約
の
プ

レ
ハ
ブ
工
法
、
鉄
骨
造
３
Ｆ
の
仮
設
庁

舎
と
し
て
開
庁
。
そ
の
後
、
総
合
事

務
所
方
式
か
ら
、
本
庁
に
集
約
化
を

進
め
た
結
果
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
足
り

な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
東
南
海
、
南

海
地
震
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
津

波
へ
の
対
応
や
避
難
場
所
が
な
い
こ
と

か
ら
、
庁
舎
の
増
設
を
計
画
し
た
。

◦
洲
本
市
役
所

　

平
成
18
年
２
月
に
合
併
。
老
朽
化

学
校
跡
地
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て

震
性
の
あ
る
施
設
は
、
新
た
な
利
活
用

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

や
耐
震
上
の
問
題
、
行
政
窓
口
の
分

散
、
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

市
民
も
参
画
し
た
「
洲
本
市
新
庁
舎

整
備
等
基
本
計
画
」
を
策
定
。
平
成

27
年
３
月
新
庁
舎
工
事
発
注
、
平
成

29
年
11
月
に
完
成
予
定
。

　

淡
路
市
、
洲
本
市
の
庁
舎
建
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
手
法
に
よ
り
進

め
ら
れ
た
件
を
視
察
で
き
、
非
常
に

参
考
に
な
っ
た
。
淡
路
市
庁
舎
は
、

仮
設
庁
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
本
庁

舎
１
号
館
が
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
に
よ

る
庁
舎
だ
が
、
10
年
経
過
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、外
観
上
、機
能
上
、

庁
舎
機
能
と
し
て
は
十
分
対
応
で
き

て
い
た
。
今
後
、
本
市
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
実
施
計
画
に
お
い
て
も
、

庁
舎
等
管
理
計
画
の
参
考
に
な
る
も

の
と
思
う
。

行政視察の結果を報告いたします
《総務委員会》　委員長　栗原　繁　　　７月 14 ～ 15 日

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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●
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
つ
い
て
（
南
九
州
市
役
所
）

　

地
元
の
農
家
グ
ル
ー
プ
が
６
年
前
に
始
め

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
は
農
事
組
合
法
人

と
な
り
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
実
行
委
員
会
の

主
体
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
々
に
協
力

を
求
め
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
を
通
し

て
農
業
・
農
村
へ
の
理
解
、
食
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

も
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て
（
指
宿
市
役
所
）

　

観
光
客
は
昭
和
48
年
前
後
の
１
３
０
万

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
九
州

新
幹
線
な
ど
の
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
宿

泊
客
は
減
少
を
続
け
た
が
、
近
年
は
台
湾
、

香
港
へ
の
鹿
児
島
空
港
か
ら
の
定
期
便
就

航
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
た
。

　

観
光
振
興
策
は
、
現
状
把
握
、
分
析
を
も

と
に
し
た
観
光
宣
伝
や
、
霧
島
、
屋
久
島
等

と
の
広
域
連
携
に
よ
る
周
遊
ル
ー
ト
・
広
域

観
光
ル
ー
ト
の
創
出
な
ど
、
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
る
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
手
法
、
広

域
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
創
出

等
、
本
市
と
し
て
も
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
た
め
参
考
と
な
っ
た
。

●
高
速
道
路
付
近
の
市
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
（
曽
於
市
役
所
）

　

高
速
道
路
開
通
後
、
市
の
管
理
と
な
っ

た
機
能
補
償
道
路
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
費
用
も
相
当
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
た
。

　

行
方
市
に
お
い
て
は
、
横
断
跨
道
橋
12

橋
・
横
断
函
渠
25
基
・
機
能
補
償
道
路
10
．

３
㎞
が
、
完
成
後
市
の
管
理
に
な
る
予
定

で
あ
り
、
維
持
管
理
費
に
対
す
る
補
助
事

業
の
検
討
を
国
へ
要
望
す
る
な
ど
の
行
動

取
っ
て
行
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て（
都
城
市
役
所
）

　

近
年
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
サ
ル
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
急
増
し
て
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
捕
獲
数
が

増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
作
物

へ
の
被
害
額
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
本
市

と
同
様
で
あ
る
。「
都
城
市
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
協
議
会
」
で
は
、
猟
友
会
を
母
体
と

し
た
25
班
、
２
９
１
名
の
捕
獲
班
を
編
成

し
、
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
単

位
で
の
研
修
会
や
座
学
を
開
催
し
、
電
気

柵
や
金
網
防
護
柵
設
置
な
ど
自
己
防
衛
の

意
識
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
る
。

《経済建設委員会》　委員長　小林　久　　　８月２～４日

●
先
進
的
な
子
育
て
支
援
施
策
に
つ

い
て
（
西
宮
市
役
所
）

　

市
内
に
多
く
あ
る
大
学
と
連
携
す

る
と
と
も
に
地
域
で
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
（
こ
そ
だ
て
広
場
）
の
充
実

を
進
め
て
い
る
。

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
ま
で
、
健
康
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
制
度
や
相
談
窓
口
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
や
子
育
て

支
援
施
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
創
設
さ
れ
た
「
利
用
者
支
援

事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
は
、
特
定
型
と
母
子
保
健
型
を
統

合
し
た
形
で
の
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
西
宮
市
で
は
連
携
可
能
の
大
学

が
あ
る
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境
も
あ

る
が
、
行
政
全
体
が
子
育
て
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
父
子
手
帳
」

や
「
子
育
て
便
利
マ
ッ
プ
」
な
ど
は

予
算
も
少
な
く
容
易
に
導
入
で
き
る

事
業
が
あ
る
な
ど
示
唆
に
富
ん
だ
研

修
と
な
っ
た
。

●
小
中
一
貫
教
育
や
特
色
あ
る
教
育

活
動
に
つ
い
て
（
池
田
市
役
所
）

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
分
離
・
連

携
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
す
べ
て
の

学
園
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
各
学
園

に
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
、

学
園
内
の
連
携
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

小
学
校
を
毎
週
訪
問
し
て
、
小
学
校
と

中
学
校
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
。

　

特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
国
の

教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
、
平
成
16
年

度
か
ら
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
１
～
６
年
生
ま
で
「
英
語
活
動
」

を
週
に
１
時
間
、
中
学
校
で
も
選
択
履

修
の
時
間
を
活
用
し
て
「
英
語
活
動
」

を
週
に
１
時
間
実
施
し
て
い
る
。
小
中
一

貫
教
育
は
、
現
行
の
６・３
制
で
は
、
い

じ
め
や
不
登
校
が
中
学
１
年
生
で
増
加

す
る
な
ど
、
教
育
上
の
様
々
な
課
題
と

の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
取
組

み
に
よ
り
、
学
力
向
上
や
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
中
一
貫
教
育
学
校
の
制

度
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
は
重
要
と

考
察
で
き
る
。

《教育厚生委員会》　委員長　宮内　正　　　７月 26 ～ 27 日

　委員会では、付託された議案等の審査や所管する事項の諸問題について調査を行っています。



問）障がいのある方、高齢者、幼
児等が住みやすい市とする対策は。
答）健康づくりや社会参加を促す
事業、介護予防、給食サービス等
を実施。使用形態に合わない施設
や道路を順次改良。困っている人
を見たら助け合う気持ちが大切。

問）新しい道路ができましたが、
小学校も統合され利用者も少ない。
この道路を活かすための計画は。
答）この道路は未完成であり、完
了すれば利便性が向上し、住宅等
が建つことも想定され、周辺の活
性化が図られると考えられます。

問）市では，イノシシに対してど
のような取り組みを行っています
か。また、これまでの被害状況は。
答）「猟友会」へワナによる捕獲を
お願いしたり、電気柵の設置補助
等を実施。水稲、サツマイモなど、
農作物への被害は深刻な状況です。

問）東関東道水戸線の進捗状況と、
市への影響について。
答）27 年から市道と交差部分のト
ンネル工事や、今年度も地盤工事
が予定。高速道開通により、都心等
へアクセスが向上、人的交流、物流、
緊急医療などとメリットは多い。

問）災害時の安全安心のため、要
援護者の支援、非常食の備蓄、避
難所の確保などの対策は。
答）学校、公民館等 45カ所の避
難所を設定。非常食約 1.5 万備蓄。
スーパー、ＪＡと災害時の食料や
物資供給の協定を締結しています。

問）廃校となった小学校にあるプー
ルや遊具、グランド、体育館など
有効に活用する計画はありますか。
答）古くなった施設が多く、耐震
性も十分でないため利用できませ
ん。市民の皆さんから意見を聞い
て、利用方法を決めていきます。

問）東日本大震災や常総市の水害
では多くの被害がありました。市
の震災や水害対策への取り組みは。
答）避難所となる３中学校に耐震性
貯水槽を設置、テレビ（エリア放送）
を整備して情報提供、ハザードマッ
プを各戸へ配布等対策をしています。

問）大都市に人口が集中し、地方
では人口が減少。市では人口減少
をくいとめるための対策は。
答）積極的に結婚対策や定住政策
を進めています。安定した雇用の
確保、安心して妊娠・出産・子育
てができる地域を目指しています。

問）稲作にはいろいろな機械にお
金がかかるのに、米価が安いと聞
いています。市独自の対策は。
答）米価低迷と農家減少は、地域
全体で考える大きなテーマ。農産
物のブランド化や６次産業化を推
進し、魅力ある農業を目指します。

土子　潤くん
（玉造中）

成嶌　翠さん
（玉造中）

冨田大和くん
（玉造中）

石崎佳奈子さん
（北浦中）

鈴木裕太くん
（北浦中）

横田早紀さん
（北浦中）

豊嶋竜司くん
（麻生中）

藤崎陽大くん
（麻生中）

箕輪建都くん
（麻生中）

１番

4 番

7 番

2 番

5 番

8 番

3 番

6 番

9 番
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　《届
け

　私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

　

８
月
24
日
、
午
後
１
時
か
ら
行
方
市
議
場

に
お
い
て
行
方
市
中
学
生
「
夢
」
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
模
擬
議
会
を
通
し
て
、
政
治
の

役
割
や
市
議
会
の
仕
組
み
、
ま
た
18
歳
か
ら

の
選
挙
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
会
は
、
麻
生
・
北
浦
・
玉
造
中

学
校
の
３
年
生
18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
員
は
、
行
方
市
が
魅
力
あ
る
市

と
な
る
よ
う
、
普
段
の
生
活
で
感
じ
る
疑
問

や
状
況
を
、
持
ち
時
間
10
分
間
と
い
う
時
間

の
な
か
で
質
問
や
提
案
し
、
市
長
が
答
弁
を

し
ま
し
た
。（
※
下
記
の
紙
面
に
は
、
一
部

内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
開
会
前
に
は
選
挙
で
使
用
す
る
記

載
台
、
投
票
箱
を
使
用
し
、
今
回
の
議
会
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
投
票
が
行
わ
れ
、「
夢
限
～
行

方
市
の
明
る
い
未
来
へ
～
」
と
な
り
ま
し
た
。

行
方
市
が
魅
力
あ
る

ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
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行方市中学生「夢」議会が開催されました
麻生・北浦・玉造中学校の３年生が市長に質問や提案をしました

（８月 24 日 市議会議場において）

問）学校の楽器、体育のマットも
古く、使いづらく安全性に欠ける。
市の教育予算はどのような状況か。
答）元の学校の物も多いと思うが、
使えるものは大切に使うことが大
切。みなさんの学校生活に支障がな
いように教育予算編成しています。

（開会のあいさつ）
　私たちは、市内の中学生として、
この行方市がもっと魅力あふれる市
となるよう、普段の生活で感じる疑
問や現在の状況をしっかりと理解
し、行方市の将来をより良くできる
ように質問、提案してまいります。

問）特色ある教育の取り組みや、
今後予定されている活動等は。
答）ＡＬＴによる英語教育や充実、
ＩＣＴ教育を強化。郷土検定や職場
体験も特色のひとつです。今後は
オーストラリアの中学校と姉妹校や、
交換留学生の計画を進めています。

問）魅力ある農産物が、市にはた
くさんあるが、アピールや地域ブラ
ンド等への取り組みやその検討は。
答）7 品目、県の銘柄指定産地指
定を受けており、特にわさび菜の地
理的表示登録を進めています。サ
ツマイモはブランド力を高めたい。

問）東日本大震災を経験して食料
等を備えた防災倉庫が必要だと思
いました。市の防災対策は。
答）防災倉庫は３カ所設置し、スー
パーやホームセンターと物資調達の
災害協定を結んでいます。市民の
安全安心の確保に努めていきます。

問）かつて、霞ヶ浦は泳ぐことが
できたと聞きます。昔の霞ケ浦を
取り戻すための対策やその結果は。
答）水質は、水質浄化活動により、
少し改善しましたが横ばいの状態。
ゴミを捨てない、捨てさせない環境
づくりに取り組んでいきたい。

問）私の周辺に、バス・鉄道の交
通機関がありません。車を運転で
きない方、高齢者の方への対策は。
答）乗り合いタクシー（デマンド型コミュ
ニティバス）の運行、潮来・鹿嶋間の
路線バス実証試験、空き時間のスクー
ルバスの有効利用を検討しています。

問）市にはおよそ 1,000 人の外国
人の方が生活していると聞きます。
外国人の方が暮らしやすいまちづく
りへの取り組みや工夫は。
答）4 か国語のパンフレットを窓口
設置や国際交流協会が日本語教室
など支援に取組んでいます。

問）通学路に草が繁茂し通りにく
かったり、集積所のゴミが散乱して
いる。道路や集積所の環境整備は。
答）区長さんの申請やパトロール
により除草作業を実施。集積所の
管理や清掃は地区に依頼している。
皆さんも環境美化に協力願いたい。

森作聡美さん
（玉造中）

石井萌絵さん
（玉造中）

高須琴羽さん
（麻生中）

小室海翔くん
（北浦中）

横瀬厚人くん
（北浦中）

小橋祐哉くん
（玉造中）

鈴木花菜さん
（麻生中）

高橋美帆さん
（麻生中）

柏葉瑠奈さん
（北浦中）

10 番

13 番

16 番

11 番

14 番

17 番

12 番

15 番

18 番 議長
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本会議の内容を知りたい
　行方市ホームページの「会議録検
索システム」をご利用いただくこと
で、会議録全文をご覧いただけます。
　現在は、平成28年�第２回�臨時会（７
月）までの会議録を掲載しています。

　ご自宅のテレビで�本会議（定例会・臨時会）
を視聴できるように準備しています。
　中継が出来るようになりましたら、お知らせ
いたします。

これは…
　行方市では、市民のより一層の安心・安全な環境づくりを目指すために、防災情報の伝達手段である
防災無線、Ｌアラートを補完することを目的に「防災対応型エリア放送構築事業」を実施しています。
　これによって家庭内のテレビで受信が可能になることから、中継の準備を進めています。

傍聴してみませんか

次の定例会は
「平成 28 年　第４回　定例会」
12 月２日（金）　開会の予定です

-------------------------
　 ２日（金）　開会、議案の上程、審議

　 ５日（月）　一般質問

　 ６日（火）　一般質問

　 ７日（水）　一般質問（予備日）

-------------------------
○傍聴席は 44 席（先着順）

○事前の申し込みは不要です。

○日程は、決まり次第市ホームページ等で

ご案内いたします。

ご不明な点は、議会事務局（☎ 0299-55-0111）

へお問い合わせください。

議場は玉造庁舎３階です

エレベーターがあり
ませんので、車いす
等の方は事務局まで
連絡願います

傍聴席入口は右側です

ここから入ります

階段で３階へ

議場の入り口

行方市議会議場

議 会中継 がテレビで
観られます

ここを
クリック

「会議録」を
クリック
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● 議 会 日 誌 ●
８月
　２～４日　経済建設委員会行政視察
　３日　茨城新聞合同政経懇話会
　６日　日独スポーツ少年団お別れパーティー
　　　　サンセットフェスタ
　10日　行方市議会活性化特別委員会
　18日　ホームタウン市議会議員研修会
　19日　地方創生推進特別委員会
　22日　経済建設委員会
　23日　教育厚生委員会
　24日　行方市中学生「夢」議会
　25日　総務委員会
　30日　議会運営委員会
　　　　全員協議会

９月
　６日　第３回定例会（開会）
　９日　広報委員会
　10日　常総市復興祈念式典
　12日　総務委員会
　13日　教育厚生委員会
　14日　行方市議会活性化特別委員会
　14日　百里基地対策特別委員会
　24日　行方市消防操法大会
　26日　議会運営委員会
　　　　第３回定例会（閉会）

10 月
　２日　戦没者追悼式
　４日　�水戸神栖・玉里水戸線道路建設促進期

成同盟会県要望
６～７日　広報委員会行政視察
　10日　市民運動会
　12日　福岡県小郡市議会行政視察来訪
　14日　県東市議会議長会
　16日　鹿行地区消防操法大会
　18日　鹿行政経懇話会
　19日　福井県敦賀市議会行政視察来訪
　22日　鹿行地区身体障害者スポーツ大会
25～ 26日　議会運営委員会行政視察研修
　28日　茨城県市議会議長会理事会
29～ 30日　第３回行方ふれあいまつり

議会トピックス 行方市議会情報を、市公式ホームページに掲載しています。　また、本会議の日程等を
メールマガジンで配信しています。　≫≫≫　　http://www.city.namegata.ibaraki.jp/

行方市に視察に来訪されました

今後ますますの発展をご祈念いたします。

福岡県小
お ご お り

郡市議会
　都市経済常任委員会
　（７名、10 月 12 日）
観光物産館「こいこい」につ
いて
（施設の運営、６次産業化との
連携について）

福井県敦
つ る が

賀市議会
　産経建設常任委員会
　（９名、10 月 19 日）
廃校跡地利活用についての今
後の計画、企業誘致の経緯及
びオープンまでの経過につい
て

これからの議会のあり方について

研修会を開催しました

　８月 10 日、行方市議
会活性化特別委員会研修
会を開催しました。
　講師には、㈱地方議会
総合研究所所長　廣瀬和
彦先生を招き、①議員定
数、②議員報酬について
の基本的な見方・考え方　③議会報告会実施の上での基本的な
考え方　④エリア放送導入により議会中継を行う上での注意
点・進め方についてご講演をいただきました。
　廣瀬先生は、現在明治大学政治経済学部講師としても活躍さ
れており、様々な研究データを基に、見方・考え方を示してい
ただきました。

関東若手市議の会
茨城ブロック

（14 名、７月 21 日）
学校跡地の活用と６次産
業化

（学校跡地の活用と課題、６次産業化とＰＲ、ファーマーズ
ビレッジの今後の展開）
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより

●
行
方
市
で
は
、
若
者
の
地
元
離
れ

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
小
学
校

を
見
て
も
二
十
数
年
前
の
半
分
位
の

児
童
の
数
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
若
者
が
地
元
を
離
れ
て
し
ま
う

と
、
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
り
、

市
の
人
口
も
減
少
し
て
い
く
ば
か
り

で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
行
方
市

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
行
方
市
は
、

子
ど
も
を
育
て
る
に
は
良
い
場
所
だ

と
思
い
ま
す
。
自
然
プ
ラ
ス
一
つ
二
つ

何
か
が
あ
れ
ば
、
魅
力
の
あ
る
行
方

市
に
な
る
と
思
い
ま
す

�

（
30
代
・
男
性
）

●
行
方
市
の
道
路
に
つ
い
て
で
す
が
、

以
前
、
行
方
市
は
他
の
自
治
体
と

比
べ
、
道
路
延
長
が
長
い
と
聞
き
ま

し
た
。
実
際
移
動
を
考
え
た
時
、
ど

の
道
を
通
っ
て
行
こ
う
か
迷
う
時
が

多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
量
も
多
く
な
い
の
に

こ
こ
に
も
道
路
を
通
す
必
要
が
あ
る

の
か
、
道
幅
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
、
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
道
路
で
は
な
く
、
教
育
や

福
祉
に
手
厚
い
ま
ち
づ
く
り
を
希
望

し
ま
す
。�

（
50
代
・
女
性
）

●
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
40
年
間

こ
の
行
方
市
に
住
ん
で
い
る
者
で
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
市
長
さ
ん

を
始
め
議
員
さ
ん
、
市
の
行
政
に
係

わ
る
方
、
行
方
市
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
、
行
方
市
に
と
ど
ま
ら

ず
日
本
中
で
少
子
化
、
高
齢
化
に
伴

い
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
財

政
も
大
変
厳
し
く
市
民
の
た
め
の
施

設
も
出
来
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
高
速
道
路
が
通
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
の
通
過

点
に
な
ら
な
い
よ
う
新
た
な
行
方
市

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
企
画

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

�

（
40
代
・
男
性
）

●
行
方
市
に
は
市
民
が
楽
し
め
る
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

交
流
の
場
と
し
て
と
て
も
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
エ
リ
ア
放
送
等
で
告
知

す
る
回
数
を
増
や
し
、
若
い
世
代
な

ど
も
っ
と
多
く
の
市
民
が
足
を
運
ぶ

よ
う
に
な
る
と
、
全
体
と
し
て
行
方

愛
が
深
ま
り
、
地
域
密
着
へ
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

�

（
30
代
・
女
性
）

●
私
は
、
こ
の
行
方
市
に
生
ま
れ
て

40
数
年
に
な
り
、
そ
の
間
別
の
地
で

の
生
活
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
行

方
市
が
忘
れ
ら
れ
ず
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
行
方
市
に
は
家
族
が
い
る
、
幼

な
じ
み
が
い
る
。
隣
に
ど
こ
の
誰
だ

か
、
挨
拶
も
し
な
い
隣
人
が
い
る
よ

う
な
地
で
の
生
活
に
我
慢
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
大
物
演
歌
歌
手
の
歌

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
便
な

所
も
確
か
に
あ
り
ま
す
。
車
が
な
け

れ
ば
生
活
も
成
り
立
た
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
程
度
の
田
舎

の
レ
ベ
ル
が
住
み
や
す
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
行
方
市
万
歳
。

�

（
40
代
・
男
性
）

●
私
は
も
う
す
ぐ
還
暦
に
な
り
ま
す
。

い
い
時
代
を
行
方
市
で
過
ご
し
ま
し

た
。
高
度
成
長
の
最
高
の
時
代
で
し

た
。
人
々
も
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
社
会
は
大

変
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
方
市
民
が
豊
か
に
平
和
に
暮
ら
す

た
め
議
会
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
期
待

し
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し

て
い
く
行
方
市
を
希
望
し
ま
す
。
市

民
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く
し
て
、

小
さ
な
ま
ち
で
も
活
力
の
あ
る
ま
ち
、

市
民
が
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
に
し
て

く
だ
さ
い
。�
（
50
代
・
男
性
）

ちょっとひと言!!

し
た
。
実
際
移
動
を
考
え
た
時
、
ど

の
道
を
通
っ
て
行
こ
う
か
迷
う
時
が

多
々
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
量
も
多
く
な
い
の
に

こ
こ
に
も
道
路
を
通
す
必
要
が
あ
る

の
か
、
道
幅
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
、
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
道
路
で
は
な
く
、
教
育
や

福
祉
に
手
厚
い
ま
ち
づ
く
り
を
希
望

し
ま
す
。

●
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も

こ
の
行
方
市
に
住
ん
で
い
る
者
で
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
市
長
さ
ん

を
始
め
議
員
さ
ん
、
市
の
行
政
に
係

わ
る
方
、
行
方
市
の
た
め
に
ご
尽
力

市民の声
広報委員が市民
の皆さんに、行方
市に寄せる思い
をインタビュー
しました。

　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
日
増
し
に
秋
も
深
ま
り

肌
寒
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
常
総

市
の
水
害
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、
今
年
も
異
常
気

象
に
よ
り
日
本
各
地
に
被
害
が
で
て
お
り
ま

す
。
行
方
市
で
も
、
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
、
長

雨
の
影
響
で
収
穫
に
も
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
災
害
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
九
月
定
例
会
で
は
、
主
に
平
成
27
年

度
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
議
論
を
つ
く
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
議
会
よ
り
議
場
に
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
今
後
は
エ
リ
ア
放
送
に
よ

り
議
会
中
継
が
家
庭
の
テ
レ
ビ
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
、
開
か
れ
た
議
会
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
、
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
土
子
浩
正
）

編

集

後

記

広報委員会
委 員 長　土　子　浩　正
副委員長　小野瀬　忠　利
委　　員　髙　橋　正　信
　〃　 　宮　内　　　守
　〃　 　藤　﨑　仙一郎
　〃　 　阿　部　孝太郎

議
会
だ
よ
り
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


